

























3） 定量法：α 2M，IL-6及び CINC-1はいずれも ELISA
で測定した。
4） 統計手法：統計処理は，対応のない student t検定
で各時点におけるα 2-M，IL-6及び CINC-1の血清
濃度について行い，有意水準は 0.05とした。


















る IL-6及び CINC-1の血清濃度が，7及び 11週齢に
比べ有意に高い値を示したことによるものと考えられ
た。
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